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縦断研究とは？

研究の対象となる人(もの)を, 個人や1つまたは複
数の集団ベースで, 時間に沿って追いつつ, その
資料を収集し, 時間的な変化を分析の主眼とする
方法

＊個的縦断研究法は, 個々の発達軌跡を基本単
位とする分析法。「個々の多様性」を尊重するアプ
ローチ
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縦断研究とは？

メリット

・ 発達の軌跡・プロセスを描ける

・ 変数間の因果関係や影響力の推移を説得的
に議論できる

・ 集団の発達に関心のある場合, そのまま検討
したい発達現象に直結する
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縦断研究とは？

デメリット

・ 時間, 人などコストがかかる

・ 相関を機軸として分析をした場合, データで表
現される「発達」とは「変化」ではなく, 「安定性」に
なることには留意する必要がある
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共分散構造分析

①パス解析

各時点における変数や因果関係を用い, 時系列
の流れに沿った変数間の因果関係を検討可能

②多母集団同時分析の応用

各年齢集団の因果関係を論じるためのコストを大
幅に低減することができる
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共分散構造分析

交差遅延効果モデル

初回に2つの関連しそうな変数を測定し, それが追跡
調査時に測定した2つの変数に影響を及ぼすかを検
討したモデル

X (t1)              X (t2) 

Y (t1)              Y (t2)

西條 (2005) の第2章より引用

5



個々の発達の軌跡

たとえば, 身長について…

・ 横断的な平均をとるとかなりなめらかな曲線を
描けることは明白

・ しかし, 個々人で身長が伸びる時期は異なる

つまり…

同じ発達曲線のパターンだとしても, 変化のパター
ンの個人差にも注目したい場合は, それを取り出
す必要がある
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山森 (2004) を通してみた成長曲線モデル

中学校入学時からはじまる英語学習の場合, 最初
ほとんどの子どもが学習意欲が高い状態

↓

学習意欲が持続する子どもの特徴と学習意欲が
減退する子どもの特徴を, 1人1人の子どもの学習
意欲が1年間でどう変化するのかを捉えることは
教育的介入を考えるうえでも重要である
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山森 (2004) を通してみた成長曲線モデル
方法…ある中学校に在籍する中学一年生80名

質問紙…英語の学習を達成しようとする態度を測定
する尺度

①英語の授業にがんばって参加しています

②英語を得意になりたいと思っています

③できるだけ多くのことを英語で学びたいと思ってい
ます

④英語の授業が楽しみです

6件法で回答を求め, 各学期の最後の授業にアンケー
トとして実施した
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山森 (2004) を通してみた成長曲線モデル

①平均値と標準偏差により分析

全体的な傾向として英語学習意欲が減退することは
わかる

→しかし, どんな子どもがどう変化したか, 子ども自身
がどのように変化をしたのかは分からない

②回帰分析による方法

英語の学習意欲＝学習期間×a＋b

1ヶ月にaだけ学習意欲が落ちていることは分かるが,
これもあくまで全体的な傾向のみしか扱えていない
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山森 (2004) を通してみた成長曲線モデル

③成長曲線モデル

縦断データによって, 英語学習意欲の個人内変化
と個人間変化の両方を捉え, 全体的な傾向を把握
しながら, 子ども1人1人についても検討できる分
析方法である
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成長曲線モデル

・ 個々の発達軌跡を関数で記述しつつ, 全体の
軌跡の平均と, その平均的な発達軌跡と個々の
発達軌跡を統計的に検討することができる (豊田, 
2000)

・ 縦断データの変化のパターンを1次(直線), 2次, 
3次などの曲線の重なりで捉えることが特徴の1つ
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1次のモデル
ある時点の平均値に直線を引いた場合, 

この直線の傾きと切片を潜在変数として指定する

ある人の得点は

Y1 = b ＋ 0 × a ＋誤差1 (1時点目)

Y2 = b ＋ 1 × a ＋誤差2 (2時点目)

Y3 = b ＋ 2 × a ＋誤差3 (3時点目)……

→個々人の切片 (初期値) や傾き (伸び) は異な
る傾向にある
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成長曲線モデル

a (個人の傾き)=μa(傾きの平均値)＋λa(個人
差)

b (個人の切片)=μb(切片の平均値)＋λb(個人
差)

・ 因子の平均, 分散, 因子間の共分散が重要な
役割を果たしている
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成長曲線モデルにより何が分かるか

① 成長曲線モデルの切片の平均と分散(どの値
からはじまるのかの平均と分散を推定できる)

② どの程度の割合で発達するかの傾きの平均と
分散

③ 切片と傾きの共分散 (初期値が高いほど傾き
が大きいか, それとも小さいか)

④ 切片と傾きに及ぼす他の変数の影響
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Amos を使って潜在曲線モデルを実行しよう !!
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・ 記述統計の確
認をする

・ 4月からだんだ
んと学習意欲が
減っていっている
ことがわかる
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と、そのまえに

分析

IBM SPSS Amosを選択

①プラグイン → Growth Curve Modelを選択

② 「Number of time points」 を今回は3時点で
行っているので, 「3」 とする
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分析

パス図が自動で書かれる

③ 「データファイルを選択」 からファイルを選
択し, 読み込む

④ オブジェクト上で右クリック→「オブジェクトのプ
ロパティ」→「ICEPT」 を 「切片」, 「SLOPE」を 「傾
き」 と変更する

⑤ 「表示」→「データセットに含まれる変数」より, 
「X１」「X2」「X3」をそれぞれ名称を変更する
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分析

⑤ 「表示」→「分析のプロパティ」

→「推定」タブ→「平均値と切片を推定」をチェック

→「出力」タブ→「標準化推定値」をチェック

⑥ 観測変数「学習意欲4月」から「学習意欲11
月」までのパラメータのタブの「切片」の欄を0
にする

⑦ 潜在因子「切片」「傾き」の「平均」に入力され
ている文字を消去
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分析

⑧ 「切片」から各観測変数に対して引かれている
パスを右クリックし, 「オブジェクトのプロパティ」→
「パタメーター」タブ→係数に1を入力

⑨ 「傾き」から各観測変数のパスを同様に右ク
リックして, 「学習意欲４月」へのパスに0, 「学習意
欲７月」へのパスに1, 「学習意欲11月」へのパス
に2を係数として入力

⑩ 分析を実行 20

21



分析

モデル適合をチェック

①χ2値：想定したモデルを正しいとして, 分析し
たデータとの乖離を求める

→χ2値が有意でなければ採択される

②GFI: 通常0から１までの値をとり, モデルの説明
力の目安になる

→1に近いほど, 説明力のあるモデルになる。0.9
以上が望ましい
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分析

モデル適合をチェック

③CFI: 分析モデルが独立モデルに比べて, どの
程度改善されているかを示す指標

→0.9以上が望ましいモデル

④RMSEA: モデルの分布と真の分布との乖離を
1自由度あたりの量として表現した指標

→0.05以下であれば当てはまりがよい
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モデルの適合
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・ 上の非標準化
係数では, 分析の
時に固定された値
が示されている

・ 標準化係数は, 
切片や傾きを標準
化したときのパス
係数の値である
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結果の読み取り



・ 切片の推定値, 
傾きの推定値が算
出されている。す
べて, 有意である。

・ また, 切片と傾
きとの共分散は, 
有意傾向であった
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結果の読み取り

・ 切片の分散は,
有意で, 傾きの分
散は有意でなかっ
た

・ 学習意欲11月
の分散も有意で
あった
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結果の読み取り



他の変数のくみあわせ

山森 (2004) では, 単なる英語学習意欲の変化の
様相だけでなく, 介入的糸口も探りたいと考えた

↓

そのため, 1時点(実際の研究では, 12月だがデー
タ解析演習で扱うデータでは, 7月)での自己効力
感が英語学習意欲の変化の度合い (傾き) にどの
ような変化を及ぼすのかを検討した
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分析
⑩長方形のアイコンをクリックし, 2つの潜在変数
の間に長方形を書く→「オブジェクト名」を「自
己効力感7月」とする

⑪ 切片と傾きの間のパスを削除

⑫ 「自己効力感7月」から傾きにパスを引く

⑬ 切片と傾きに誤差の潜在変数を付け加え, E4, 
E5と名前をつける

⑭ E４とE５の間の共分散を設定する
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30

モデル適合
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・ 上の非標準化係数
では, 分析の時に固
定された値が示され
ている

・ 標準化係数は, 切
片や傾きを標準化し
たときのパス係数の
値である
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結果の読み取り

・自己効力感の推
定値, 切片の推定
値, 傾きの推定値
が算出されている。
すべて, 有意であ
る。
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結果の読み取り



・ 自己効力感７月
と切片の分散が有
意であった

・ 一方, 傾きの分
散は有意ではな
かった
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結果の読み取り

・E５とE６の間の
共分散は有意傾
向であった。相関
係数は-.82とかな
り高かった。
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結果の読み取り



結果の解釈

① 中学1年生の4月における英語学習態度の平
均は19.79点(切片) であり, 多くの生徒は4月の時
点では英語学習態度が高いと考えられる

② 傾きの平均が- 4.21点であったことから, 中学
生の英語学習態度は1ヶ月に- 1.05点程度ずつ低
くなることが示された

→つまり, 今回の英語学習態度は

Y＝19.79 ＋ - 4.21X

と表すことができる
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結果の解釈

③ 自己効力感から傾きへのパス係数は.38で
あった。これは, 自己効力感の項目において, 1点
高いと傾きは- 4.21より.38大きくなることを示して
いる

つまり, 得点が高い方が4月当初から英語学習態
度が大きく変化しないことを意味する

→英語学習態度を減少させないためには, 自己効
力感を高める教育実践が必要であるということが
わかる
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結果の解釈

④ 因子間相関

切片と傾きの相関は- .82であった。これは, 英語
学習態度の初期値が低いと, 減少率は低くなるこ
とを意味している。つまり, いわゆる床効果のよう
な現象がみられた
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結果の解釈

⑤ 切片と傾きのばらつき

もともと傾きの個人差はさほどなかったが, 自己効
力感を独立変数としていれることで, 少しながらば
らつきが減っている

切片は依然として, 個人差は大きいままである
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補足

40

・ ＲＭＳＥＡのあて
はまりがあまりよく
ない
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モデル適合



・ 自己効力感７月
から切片へのパス
は有意ではなかっ
た
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補足

いろいろな応用が可能

・ 野澤 (2011) では, 1歳児から２歳児にかけての友達と
のやりとりにおける自己主張の変化を成長曲線モデルを
使い検討している。サンプル数は10名ながらも発達のマク
ロとミクロが表現できていて面白い

・ 高橋・安藤 (2009) では, 切片と傾き以外に2次項 (単位
時間当たりの発達の変化の加速もしくは減速の程度)を組
み込み, 行動遺伝学と組み合わせた研究を紹介している。
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